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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２２年　１月　２０日　(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　上野　厚子　　記録者　田ノ上　愛子

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	A留守
	CD留守
	○
	公休
	○
	公休　　　
	深夜

	三浦
	佐々木（美）
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	準夜
	CD留守
	　公休
	公休
	○
	○
	深夜
	深夜

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	庭田
	佐々木（孝）

	公休
	公休
	公休
	準夜
	CD留守
	年休
	○
	準夜
	ローテ

	高森
	前田
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	ローテ
	公休
	公休
	○
	業務
	学校


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・SWからのアンケートに協力お願いします。記載したら封筒に入れ、チェックしておいて下さい。期限は、１／２４（日）までです。

・認知症ケア専門士の試験についての案内がきています。興味がある方は是非受けてみて下さい。

・本日からプログラムミーティングは、東Bユニットの診察室で行う事になりましたので、間違わない様にして下さい。

・上司評価、異動希望書を個人ファイルに入れてます。２／１（月）までに記入し封筒に入れ、佐藤A.O.M.へ直接提出して下さい。

・担当業務年間報告書を作成し、１／末～２／初めのカンファレンス内で報告して下さい。

・アドバイザー研修が２／4、11、18の17:30～19:00の時間であります。場所はメンタルケア3階会議室です。対象者には、メールが届いていますので各自確認し都合のいい日に出席して下さい。

＜患者様連絡事項＞　　

・久保　清蔵様（67）～昨日東C→南C　205号室へ転入となっています。

　　　　　　　　　　　病名：アルツハイマー型認知症　合併症：全身湿疹

　　　　　　　　　　　担当医：田名部Dr

　　　　　　　　　　　ADL面は、全て全介助。時に立位になる事あり、見守り必要。

　　　　　　　　　　　介助に対する抵抗強く、オムツ交換や移乗時はスタッフ数名にて対応。排尿回数少ないとの事。（３～４回／日。１回量が多い）

　　　　　　　　　　　義歯はなく、現在常食・キザミ食だが、誤嚥のリスクが高い為、夕より粥・キザミ食へ変更となる。

　　　　　　　　　　　東病棟ではSST導入していたが、疎通不良であり導入について、今後、検討していく。

　　　　　　　　　　　軟膏は、いずれも田名部Drからの処方。

頭部…ザーネ、足部…ケルガー軟膏。

　　　　　　　　　　※全身湿疹に他科受診し軟膏処置しているが、こちらの軟膏は御家族が持参する。

　　　　　　　　　　　業者洗濯で、オムツは家族が持参。買い物カードなし。　　　

　　　　　　　　　　　要介護２（１／１３　再認定調査済み）担当ケアマネ＝元気の泉の坂下さん。

　　　　　　　　　　　久慈市の施設を２ヶ所申請中。

・山田　典子様

・久保　清蔵様　　受け持ちスタッフは、車椅子の購入を勧めて下さい。

・中川原　きよ様～日中トイレでの排尿無くパットへの失禁であり、日中用のパットでは吸収量に限界ある為、今後は日中・夜間通しトレーニングパンツに夜間用のパットで対応していきましょう。

　　　　　　　　　土日の家族面会時に上記を説明お願いします。

　　　　　　　　　また入院費の滞納あり、今後について１／２２（金）の10時に面談が組まれています。

・早川　忠様　　　本日多量の下痢便があったようです。季節的に、ノロウイルスが流行

・紫葉　雪雄様　　している時期ですので、手洗い、便の処理には十分気を付けていきましょう。
　　　　　　　　　また、食事前は患者様の手をきちんと拭いてください。排便状況の観察をして行きましょう。

・佐々木　栄子様～本日はバイタル異常なく、食事も全量摂取されています。

　　　　　　　　　朝・昼はAホールで摂取しましたが、歩行のふらつきもなく本人からの不調の訴えも聞かれない為、夕からはレストランで摂取して頂きましょう。

又、トレーニングパンツへの失禁もなく自らトイレで排泄しています。
＜生活機能回復訓練報告・検討＞

田端　玲子様～歩行状態は不安定な事が多く、介入を要する事があります。プログラム時、床からの立ち上がりが困難になりつつあり、なるべく椅子に座るよう声をかけていますが、了解の悪さが目立ちます。また、執拗に確認行為があり、自分の要求が通らないと声を荒げていることもあります。興奮しているときは、こちらの話も聞けなくなっているので、落ち着いてから振り返りを行うようにしていきましょう。

中村　清枝様～足の痛みの訴えがあり、原因について妄想発言が聞かれています（誰かに突き飛ばされた）。その場で否定すると、プログラム参加にも影響するので、調子がよくなったら顔を出してもらえるよう伝えると、遅れて参加できています。精神状態の観察を行っていきましょう。

工藤　豊様～歩行状態は安定していますが、依然として右への傾きは見られています。また、上着の裾を掴んで歩く事が多くなってきました。転倒に注意し、身体状況の観察を行っていきましょう。







